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■
目
の
老
化
―
「
老
眼
」

本
来
、
人
間
の
目
に
は
、
レ
ン
ズ
の
働

き
を
す
る
水
晶
体
が
厚
く
な
っ
た
り
薄
く

な
っ
た
り
し
て
、
近
く
や
遠
く
の
も
の
に

自
動
的
に
焦
点
を
合
わ
せ
る
こ
と
が
で
き

る
機
能
が
あ
り
ま
す
。
と
こ
ろ
が
、
加
齢

に
よ
っ
て
こ
の
水
晶
体
が
ふ
く
ら
み
に
く

く
な
り
、
近
く
の
も
の
に
ピ
ン
ト
が
合
わ

な
く
な
る
の
が
老
眼
で
す
。
個
人
差
は
あ

り
ま
す
が
、
40
歳
く
ら
い
か
ら
始
ま
り
ま

す
。
老
眼
は
、
進
行
し
て
も
失
明
の
心
配

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
老
眼
に
対
応
し
た
眼

鏡
―
老
眼
鏡
を
作
り
ま
し
ょ
う
。

何
と
な
く
も
の
が
見
え
に
く
く
な
っ
た

か
な
と
思
っ
た
ら
、
ま
ず
は
眼
科
で
診
察

を
受
け
ま
し
ょ
う
。
老
眼
が
始
ま
る
年
齢

は
、
白
内
障
や
緑
内
障
な
ど
、
様
々
な
目

の
病
気
が
起
こ
り
始
め
る
時
期
で
も
あ
り

目
の
老
化
と
生
活
習
慣
病

ま
す
。
老
眼
は
「
目
の
健
康
に
注
意
し
な

さ
い
」
と
い
う
サ
イ
ン
で
す
。

■
高
齢
者
に
多
い
白
内
障

高
齢
者
に
い
ち
ば
ん
多
い
目
の
病
気
は
、

水
晶
体
が
白
く
濁
る
白
内
障
で
す
。
白
内

障
の
90
％
以
上
は
、
加
齢
に
伴
っ
て
起
こ

る
老
人
性
白
内
障
で
す
。
目
が
か
す
ん
で

も
白
内
障
と
は
限
り
ま
せ
ん
が
、
進
行
し

た
白
内
障
を
長
く
放
置
す
る
と
急
性
緑
内

障
を
起
こ
す
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
自
己
判

断
せ
ず
、
き
ち
ん
と
診
断
を
受
け
ま
し
ょ

う
。

■
症
状
な
く
進
行
す
る
緑
内
障

緑
内
障
は
、
眼
球
の
内
部
の
圧
力
（
眼

圧
）
が
高
く
な
っ
て
視
神
経
が
お
か
さ
れ
、

視
野
障
害
が
起
こ
る
病
気
で
す
。
現
在
、

日
本
で
は
40
歳
以
上
の
30
人
に
１
人
が

緑
内
障
に
か
か
っ
て
い
る
と
い
わ
れ
ま
す
。

緑
内
障
に
は
急
性
型
と
慢
性
型
が
あ
り
、

急
性
緑
内
障
は
急
に
目
が
見
え
な
く
な
り
、

頭
痛
や
吐
き
気
な
ど
の
症
状
が
あ
り
ま
す
。

一
方
、
慢
性
型
の
場
合
は
徐
々
に
進
行

し
て
い
き
、
自
覚
症
状
も
あ
ま
り
な
い
た

め
、
気
づ
い
た
時
に
は
手
遅
れ
と
い
う
こ

と
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
眼
圧
が
正
常
範

囲
内
で
も
緑
内
障
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
一
度
障
害
さ
れ
た
視
神
経
は
、
元
に

戻
せ
な
い
た
め
、
早
期
発
見
が
大
切
で
す
。

■
眼
底
で
わ
か
る
い
ろ
い
ろ
な
病
気

加
齢
と
と
も
に
全
身
の
血
管
に
動
脈
硬

化
が
起
こ
る
こ
と
は
、
よ
く
知
ら
れ
て
い

ま
す
が
、
眼
底
の
血
管
に
硬
化
が
起
こ
る

と
、
時
に
は
こ
れ
が
破
れ
て
出
血
し
、
視

力
が
大
き
く
低
下
し
ま
す
。
眼
底
は
、
私

た
ち
の
体
の
中
で
唯
一
、
外
か
ら
直
接

血
管
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
場
所
で
す
。

眼
底
検
査
に
よ
っ
て
、
目
の
病
気
だ
け
で

な
く
、
高
血
圧
や
動
脈
硬
化
と
い
っ
た
病

気
の
診
断
や
、
進
行
の
予
測
も
で
き
る
な

ど
、
全
身
の
生
活
習
慣
病
を
知
る
手
が
か

り
に
な
り
ま
す
。

「
目
は
体
の
の
ぞ
き
窓
」
と
も
言
わ
れ

ま
す
。
目
に
感
じ
る
異
常
が
、
脳
や
内
科

の
病
気
を
見
つ
け
る
き
っ
か
け
に
な
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
。
40
歳
を
過
ぎ
た
ら
、
内

科
の
健
康
診
断
と
同
じ
よ
う
に
、
目
も
定

期
的
に
専
門
医
に
診
て
も
ら
い
、
病
気
の

早
期
発
見
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
夏
の
強
い
光
―
紫
外
線
を
過
度

に
浴
び
た
り
し
な
い
よ
う
に
し
、
バ
ラ
ン

ス
の
よ
い
食
事
で
全
身
の
健
康
状
態
を
保

つ
こ
と
も
、
目
の
健
康
管
理
に
つ
な
が
り

ま
す
。

次の方々から、海光園へ寄附をいただきました。

紙上より厚くお礼申し上げます。

○宮崎　禅輝（生　名） ○正福寺　梅花講一同

○松尾　浩達（生　名） ○村上美耶子（生　名）

○石田　久雄（弓　削） ○佐藤　英和（因島市）

○伯方　哲夫（大阪市） ○大林　金三（兵庫県）

○開本　宣廣（瀬戸田町）

海光園からの寄附のお礼
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高
齢
者
の
発
病
防
止
や
重
症
化
防
止
を

図
る
た
め
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種

を
実
施
し
ま
す
。
た
だ
し
、
接
種
は
義
務

で
は
な
く
本
人
の
希
望
に
よ
り
行
う
も
の

で
す
。

対
象
者
へ
は
、
個
別
通
知
い
た
し
ま
す
。

【
対
象
者
】

平
成
17
年
12
月
31
日
現
在
で
、
65
歳

以
上
の
方
及
び
60
歳
以
上
65
歳
未
満
の

心
臓
・
じ
ん
臓
若
し
く
は
呼
吸
器
の
機
能

又
は
ヒ
ト
免
疫
不
全
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
免

疫
の
機
能
障
害
者
で
接
種
希
望
者

【
接
種
回
数
】

１
回

【
接
種
期
間
】

平
成
17
年
10
月
15
日
〜
12
月
31
日
ま

で【
接
種
料
金
】

１，

０
０
０
円
は
公
費
負
担
、
差
額
は

自
己
負
担
と
な
り
ま
す
。
た
だ
し
、
生
活

保
護
世
帯
員
は
全
額
公
費
負
担
と
な
り
ま

す
。（

委
託
医
療
機
関
以
外
で
接
種
さ
れ
る

方
は
、
全
額
自
己
負
担
と
な
り
ま
す
。）

【
問
合
せ
先
】

上
島
町
各
地
区
保
健
セ
ン
タ
ー
及
び
保

健
福
祉
セ
ン
タ
ー
へ
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

（
問
合
せ
先
は
、
８
ペ
ー
ジ
に
掲
載
）

平
成
17
年
10
月
か
ら

施
設
利
用
時
の

居
住
費
・
食
費
が

自
己
負
担
と
な
り
ま
す

施
設
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
者
は
、
居
住
費

や
食
費
の
一
部
が
介
護
保
険
か
ら
給
付
さ

れ
て
い
ま
し
た
が
、
在
宅
サ
ー
ビ
ス
の
利

用
者
は
、
居
住
費
や
食
費
を
自
己
負
担
し

て
お
り
、
施
設
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
に
も
在

宅
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
と
同
様
に
負
担
い
た

だ
く
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

○
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
・
老
人
保
健
施

設
・
介
護
療
養
型
医
療
施
設
の
入
所
者
及

び
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
利
用
者
の
居
住
費
と

食
費

○
通
所
介
護
と
通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
利
用
者
の
食
費

蕘注

通
所
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
の
食
費
は
、

各
事
業
所
で
設
定
し
て
い
ま
す
の
で
お
問

合
せ
く
だ
さ
い
。

負
担
額
は
施
設
に
よ
り
異
な
り
ま
す
が
、

住
民
税
を
課
税
さ
れ
て
い
る
方
は
、
次
表

の
金
額
が
標
準
的
な
費
用
に
な
り
ま
す
。

所
得
の
低
い
方
は
、
下
表
の
自
己
負
担

限
度
額
ま
で
の
負
担
と
な
り
ま
す
。
限
度

額
を
超
え
た
分
は
、
特
定
入
所
者
介
護
サ

ー
ビ
ス
費
と
し
て
介
護
保
険
か
ら
給
付
さ

れ
ま
す
。

特
定
入
所
者
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
を
利
用

す
る
た
め
に
は
、
町
に
申
請
し
て
「
介
護

保
険
特
定
負
担
限
度
額
認
定
証
」
の
交
付

を
受
け
、
サ
ー
ビ
ス
利
用
時
に
施
設
へ
提

示
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

■
標
準
的
な
費
用

■
対
象
と
な
る
サ
ー
ビ
ス

■
申
請
が
必
要
で
す

■
所
得
の
低
い
方
は
、
軽
減
さ
れ
ま
す

居　　　　　住　　　　　費

ユニット型

個 　 室

1,970円

ユニット型

準 個 室

1,640円

従 来 型

個　　室

1,640円

（1,150円）

多 床 室

320円

食　　費

1,380円

標準的な利用者負担額（日額）

※（ ）内は特別養護老人ホーム入所又はショートステイを
利用した場合の額

居　　　　　住　　　　　費

利 用 者 負 担 段 階

【第１段階】
・世帯全員が住民税非課税で老齢福祉年金の受給者
・生活保護の受給者

【第２段階】世帯全員が住民税非課税で合計所得金額＋

課税年金収入額が80万円以下の方

【第３段階】世帯全員が住民税非課税で第２段階に該当

しない方

ユニット型
個 　 室

ユニット型
準 個 室

従 来 型
個　　室

多 床 室

820円 490円
490円

（320円）
0円

820円 490円
490円

（420円）
320円

1,640円 1,310円
1,310円
（820円）

320円

300円

390円

650円

食　　費

自己負担限度額（日額）※（ ）内は特別養護老人ホーム入所又はショートステイを利用した場合の額



の
歯
磨
き
は
念
入
り
に
行
い
ま
し
ょ
う
。

歯
ブ
ラ
シ
を
使
っ
て
口
の
中
を
清
潔
に
す

る
こ
と
は
、
口
の
中
を
刺
激
す
る
こ
と
に

も
な
り
、
脳
の
働
き
も
活
発
に
し
ま
す
。

歯
と
歯
の
隙
間
は
、
歯
ブ
ラ
シ
が
届
き

に
く
く
歯
垢
が
溜
ま
り
や
す
い
と
こ
ろ
で

す
。
デ
ン
タ
ル
フ
ロ
ス
や
歯
間
ブ
ラ
シ
な

ど
を
使
っ
て
か
き
出
す
と
効
果
的
で
す
。

歯
ぐ
き
を
傷
つ
け
な
い
よ
う
に
注
意
し
て

使
い
ま
し
ょ
う
。

自
分
に
あ
っ
た
硬
さ
の
歯
ブ
ラ
シ
を
歯

と
歯
ぐ
き
の
境
目
、
歯
と
歯
の
間
に
当
て

ま
す
。
軽
く
力
を
加
え
な
が
ら
歯
ブ
ラ
シ

を
小
刻
み
に
動
か
し
、
歯
垢
を
か
き
出
す

よ
う
に
磨
き
ま
す
。
義
歯
は
外
し
て
か
ら

行
い
ま
し
ょ
う
。

②
上
あ
ご
と
舌
の
ケ
ア

口
腔
ケ
ア
は
、
歯
や
歯
肉
の
ブ
ラ
ッ
シ

ン
グ
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
口
の
中
で

大
き
な
面
積
を
占
め
て
い
る
の
は
上
あ
ご

と
舌
で
あ
り
、
こ
こ
の
汚
れ
が
口
臭
の
原

因
に
も
な
り
ま
す
。
舌
に
は
古
い
細
胞
や

細
菌
が
つ
き
や
す
い
の
で
す
が
、
普
通
は

食
べ
た
り
話
し
た
り
し
て
舌
が
動
い
て
い

る
う
ち
に
、
あ
る
程
度
は
落
ち
て
し
ま
い

ま
す
。
し
か
し
、
加
齢
な
ど
で
舌
の
動
き

が
鈍
く
な
る
と
、
汚
れ
が
つ
い
た
ま
ま
に

な
り
、
舌
と
接
す
る
上
あ
ご
に
も
そ
の
汚

れ
が
つ
き
ま
す
。

歯
ブ
ラ
シ
を
使
っ
て
、
舌
の
上
を
奥
か

ら
手
前
に
十
回
、
上
あ
ご
も
奥
か
ら
手
前

に
十
回
、
力
を
入
れ
す
ぎ
ず
に
か
き
出
し

ま
す
。
一
度
で
き
れ
い
に
な
ら
な
く
て
も
、

毎
日
続
け
て
少
し
ず
つ
落
と
し
て
お
き
ま

す
。
口
の
中
が
乾
燥
し
や
す
い
人
は
、
粘

膜
を
傷
つ
け
な
い
よ
う
に
、
口
に
少
量
の

水
を
入
れ
て
湿
ら
せ
て
か
ら
行
い
ま
す
。

専
用
の
舌
ク
リ
ー
ナ
ー
や
粘
膜
用
ブ
ラ
シ

も
市
販
さ
れ
て
い
ま
す
。

介
護
が
必
要
な
高
齢
者
の
多
く
が
、
口

の
中
の
ト
ラ
ブ
ル
を
抱
え
て
お
り
、
口
腔

ケ
ア
が
特
に
重
要
に
な
り
ま
す
。
ま
た
日

課
と
し
て
ケ
ア
を
行
う
こ
と
は
、
移
動
や

上
体
を
起
こ
す
と

い
う
動
作
が
気
分

転
換
や
在
宅
リ
ハ

ビ
リ
に
つ
な
が
り
、

心
の
ケ
ア
に
も
有

効
で
す
。

歯
科
検
診
や
歯

科
治
療
を
受
け

て
、
寝
た
き
り
で

も
し
っ
か
り
噛
め

る
よ
う
に
し
ま
し

ょ
う
。
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口
の
中
を
清
潔
に
す
る
こ
と
は
、
虫
歯

や
歯
周
病
の
予
防
だ
け
で
な
く
、
様
々
な

病
気
の
予
防
に
つ
な
が
る
非
常
に
重
要
な

こ
と
で
す
。
ま
た
、
食
欲
を
増
進
さ
せ
て

体
力
を
つ
け
、
人
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
を
活
発
に
し
、
生
活
の
質
を
高
め
ま

す
。ま

ず
は
、
口
腔
ケ
ア
の
基
本
を
知
る
こ

と
か
ら
始
め
ま
し
ょ
う
。

①
歯
磨
き
（
ブ
ラ
ッ
シ
ン
グ
）

虫
歯
も
歯
周
病
も
、
細
菌
に
よ
る
感
染

症
で
す
。
食
後
に
は
歯
を
丁
寧
に
磨
い
て
、

細
菌
の
生
息
場
所
で
あ
る
歯
垢
を
落
と
し

ま
し
ょ
う
。
特
に
寝
て
い
る
間
は
口
腔
内

の
細
菌
が
繁
殖
し
や
す
い
の
で
、
夕
食
後

在宅介護支援センターだより
在宅介護支援センターは、地域の高齢

者や介護する家族が安心して暮らせるこ
とを目的に、保健師や介護福祉士が常時
相談に応じています。

■弓　削　7 7－ 3 6 9 8
■生　名　7 4 － 0 9 2 1
■岩　城　7 4 － 0 7 5 5

口
腔
ケ
ア
教
室
の

お
知
ら
せ

虫
歯
や
歯
周
病
を
予
防
す
る
た
め
に

は
、
毎
食
後
の
歯
磨
き
が
大
切
で
す
。

自
分
で
は
ち
ゃ
ん
と
磨
い
た
つ
も
り
で

も
、
磨
き
残
し
が
あ
る
も
の
。
正
し
い

歯
磨
き
や
舌
の
ケ
ア
方
法
に
つ
い
て
、

一
緒
に
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
？

●
日
時
　
10
月
21
日（
金
）午
前
10
時
〜

●
場
所
　
友
愛
会
館
（
岩
城
）

●
対
象
　
上
島
町
民

●
内
容
　
高
齢
者
の
口
腔
セ
ル
フ
ケ
ア

●
講
師
　
渡
邊
香
月
　
歯
科
衛
生
士

●
持
参
品
　
歯
ブ
ラ
シ

●
問
合
せ
先

町
内
各
在
宅
介
護
支
援
セ

ン
タ
ー
及
び
魚
島
支
所
住

民
福
祉
課

～10月は「骨髄バンク推進月間」です～

骨髄バンクに登録を！
全国でドナ－登録30万人を目標に、骨髄バンク
への登録を呼びかけています。愛媛県では「骨髄
バンク登録窓口」を次のとおり開設していますの
で、18歳から54歳までの健康な方の登録をお願い
します。
○県骨髄データセンター（月・金曜日開設）
○今治保健所（月曜日開設）
【問合せ先】URL http://www.jmdp.or.jp/
県庁薬務衛生課　　　TEL 089―912―2391
譛骨髄移植推進財団　TEL 0120―445―445




